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2026年８月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績との差異及び 

通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2025年10月10日に公表いたしました2026年８月期の第２四半期（中間期）連結業績予想と実績に

差異が生じましたこと、及び当該実績値を踏まえて2026年８月期通期の連結業績予想の修正を行うこととい

たしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 2026 年８月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績との差異について 

（１）差異の内容 

第２四半期（中間期）（2025 年９月１日～2026 年２月 28 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

中 間 純 利 益 

１ 株 当 た り 

中 間 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

51,770  

百万円 

5,160 

百万円 

  5,100  

百万円 

3,590  

円 銭 

153．81 

実      績（Ｂ） 50,512 4,932 4,899 3,393 145．36 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,257 △227 △200 △196  

増  減  率 （ ％ ） △2.4％ △4.4％ △3.9％ △5.5％  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

（2025 年８月期第２四半期） 
44,832 5,155 5,221 3,785 162．17 

 

（２）差異の理由 

当中間連結会計期間の連結売上高につきましては、当初予想を 1,257 百万円下回る 50,512 百万円

となりました。 

国内アイウエア事業につきましては、一部商品の売上が販売計画を下回ったことなどから、売上高

は計画を下回りました。 

一方、海外アイウエア事業につきましては、中国において事業構造改革の取り組みが進み、業績が

順調に回復したことに加え、台湾において、都心だけではなく地方への出店を加速し、業績が順調に

推移した結果、予想を上回りました。 

営業利益につきましては、連結売上高が予想を下回る中、主に国内アイウエア事業において本部経

費を中心としたコスト節減を推し進めたものの、当初予想を 227 百万円下回る 4,932 百万円となりま

した。 

経常利益、親会社株主に帰属する中間純利益につきましては営業利益が予想を下回ったため、当初

予想を下回りました。 

 

 

 

 



２． 通期連結業績予想の修正について 

（１）修正の内容 

  通期（2025 年９月１日～2026 年８月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

111,650 

百万円 

13,000 

百万円 

12,880 

百万円 

8,820 

円 銭 

377．87 

今回修正予想（Ｂ） 110,392 12,772 12,679 8,623 369．39 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,257 △227 △200 △196  

増  減  率 （ ％ ） △1.1％ △1.7％ △1.6％ △2.2％  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

（ 2 0 2 5 年 ８ 月 期 ） 
97,215 12,093 12,121 8,330 356．89 

 

（２）修正の理由 

上述の通り、上半期における業績予想と実績の差異が生じたことから、通期の連結業績予想を修正

しております。 

なお、国内アイウエア事業における、上半期の計画未達は一過性要因によるものと捉えており、足

元も改善の傾向がみられることから、通期の業績予想につきましては上期の実績を反映させるにとど

め、下期の見通しは変更しておりません。 

 

 

※ 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報

及び合理性があると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社グループとして約束する趣旨

のものではありません。また、実際の業績等は様々な原因により予測と大きく異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


